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図になっています。新しい両分野
とも、将来性のある魅力的な教
育・研究のフィールドであり、且
つ地方大学に求められている地域
に根差した取り組みであることか
ら、学生教育と地域貢献に繋がる
可能性が期待できる分野であると
思われます。本稿では、特に3つ
の取り組みの内の第二の柱である
「食と健康と情報」について、こ
れまでの設立経緯と現況、および
将来に向けた取り組みについて紹
介します。「食と健康と情報」に
欠かせないキーワードとして「食
の臨床試験」と「ヘルスリテラ
シー」がありますが、それぞれに
ついてFD機能を活用する観点か
ら述べます。
　「食の臨床試験」の基本理念
は、食の機能性による健康づくり
と街づくりです。我が国、特に北
海道には疾病の予防や健康維持に
繋がる食材（発酵食品、農作物
等）が豊富にあります。江別市に
立ち上げた食の臨床試験“江別モ
デル”（北海道情報大学健康情報
科学研究センター）を活用し、食
材および加工食品の科学的エビデ
ンスを蓄積してきました。これら
の情報を基盤に、健康の維持・増
進に有用な機能性食品を開発し、
健康増進と予防医療をサポートす
るモデルを確立することを目標に
しています。
　本臨床試験システムを円滑に運
営するためには、専任医師、専任

「食と健康と情報」の
教育研究分野に特化した
FD活動について

医療情報学部学部長　西平　順

　北海道情報大学（本学）は、富
士学長主導のもとに、教育と研究
の両分野において将来に向けた大
きな設計図（ビッグピクチャー）
を描き始めています。学生教育、
研究推進、大学のガバナンス、地
域との連携、グローバル展開など
課題は山積しています。このよう
な状況に迅速に対応するために
は、それぞれの課題に取り組むた
めの適切な人材が必要です。しか
しながら、人材のリソースは限ら
れていることもあり、教員のスキ
ルアップが常に求められます。人
材育成の仕組みとしてFD活動が
ありますが、幸い本学には優れた
FD機能が備わっており、様々な
課題に対応できる環境にあります。
　平成26年度から、教育研究の目
標として「教育と知識と情報」、
「食と健康と情報」、「宇宙と環
境と情報」の３つの取り組みが設
けられました。10数年以上にわた
り培ってきた教育システムの先端
的な「教育と知識と情報」を基盤
に、新たに健康情報科学と宇宙環
境科学の両分野が融合発展する構

２０１5年
4月発行

通巻 第16号FDニューズレターFDニューズレターFDニューズレター



2

占めています。生活習慣病の増加
は、高額な医療費や労働力の損失
を招き大きな社会問題になってい
ることから、これらの病気を防ぐ
ためには、自身の健康管理をはじ
めとする予防行動が必要不可欠に
なっています。
　厚生労働省の調査によると、20
代、30代では野菜の摂取量、運動
習慣、睡眠時間の不足などの課題
が見られ、健康への意識が比較的
低いことが報告されています。そ
のため、若い時期から病気に対す
る意識を向上させることで、将来
の生活習慣病の罹患率を改善し、
高額な医療費や労働力の損失を防
ぐことを目指しています。そのた
めの実現可能な方法として、食生
活の改善とヘルスリテラシーの向上
があると考えられます。その具体
的な取り組みに臨む前に現在の社
会実態を把握する必要があります。
　近年、パソコンやスマートフォ
ンの普及により健康等に関する情
報を取得しやすくなっており、一
方でインターネットを使用できる
人とできない人に情報格差が存在
し、この格差は健康格差にも繋が
っています。平成23年～24年の総
務省の統計によると、世代別のイ
ンターネット利用率は、13～49歳
までは９割を超えていますが、60
歳以上は大きく下落し、80歳以上
は２割程度となっています。いわ
ゆるデジタルギャップです。この
ギャップ解消のための具体的な手
段として、コンピューターリテラシ
ーが有効であるといわれています。
　この課題への具体的な取り組み
として、江別市健康カード事業に
おける本学学生の地域住民に対す
る健康教育への参加があります。
このヘルスリテラシー活動では、

看護師、プロジェクト統括担当
者、臨床試験コーディネーター、
臨床検査技師、臨床統計家、シス
テムエンジニア、学術担当の人材
が必要です。「食と健康と情報」
に関連したニュートリゲノミクス
研究では、遺伝子情報に基づいた
食品選択ができるデータシステム
（遺伝素因を考慮した機能性食品
の選択）を構築しています。被験
者の遺伝的背景を解析し、ヒト介
入試験から得られた血液や生活習
慣に関する個人データを統合して
解析できる「食と健康と遺伝情報」
のデータベースです。この作業に
は、遺伝子データの機密性の確保
や個人情報の匿名化の技術を取り
入れた高いセキュリティシステム
が要求されており、この分野での
エキスパートを育成することも課
題となっています。この取り組み
はグローバルな課題でもあり、国
際的にも活躍できる知識と技術力
を有する人材を育成するFD機能
として発展する可能性があります。
　次に、ヘルスリテラシーと人材
育成を目的としたFD機能につい
て考えてみます。ヘルスリテラ
シーとは「健康情報を獲得・理解
し、活用するための能力であり、
それによって、日常生活における
ヘルスケアや疾病予防について判
断し、意思決定を下し、生涯を通
じて生活の質を維持・向上させる
ことができること」と定義されて
います（WHO）。健康に関する
知識が個人から社会全体に与える
影響がどれほど大きいか認識され
ています。
　がん、心臓病、脳卒中、糖尿
病、喘息などの慢性疾患は生活習
慣や生活環境と密接に関連してお
り、全死亡数において高い割合を

血圧や体組成の測定が可能な健康
チェックステーションに立ち寄っ
た高齢者に対して、高血圧や肥満
などの疾患に関する情報を提供し
ています。この活動にコンピュー
ターリテラシーを多く取り入れ、
より効果的な成果が期待されてい
ます。その取り組みを継続して行
くためには、学生への健康情報と
情報技術のトレーニングが必要で
あり、現在活動中の学生FDと連
携した取り組みが有効かもしれま
せん。このような学生を中心とし
たICTを活用した地域での取り組
みは、超高齢社会で問題点を解決
するための重要な方策と考えられ
ており、前述の「食と健康と情
報」に特化したFD機能との連携
により、多くのアウトカムが期待
できます。
　最後にFDにまつわる思い出話
を一つ紹介します。20年以上前の
話になりますが、当時在籍してお
りました大学でFD活動に初めて
参加しました。FDを推進する熱
心な教員の指導のもと、泊まり込
みの研修でした。場所は廃校と
なった小学校を研修施設として改
修した建物で、黒板や流しは元の
学校のままで、机や椅子が小さ
く、妙に小さく感じられました。
当時、Faculty Developmentなる
言葉から、教員研修であることは
理解していましたが、教員の間で
は人気はいま今ひとつでした。実
際に参加してみると、何となく修
学旅行に似た雰囲気で楽しくもあ
りました。今ではFDもすっかり
定着し、時代も大分変った印象を
強く持っています。本学のFD機
能も時代のニーズに柔軟に応え、
ますます発展して行くことを希望
しています。
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FDフォーラム　開催報告
　

システム情報学科　教授　高井 那美

2014年度FDフォーラム開催
　2014年度FDフォーラムは、「教員が変われば、学
生はもっと変わる？」と題して、平成27年３月６日
13時より本学211教室にて開催されました。フォー
ラムは、全学教務・FD委員会副委員長の山北隆典先
生の司会により、冨士隆学長の「学生の主体性を育
むためには教員がどのように変わればいいのか、木
下先生のご講演と活動報告を皆さんの更なる発展の
きっかけとしてほしい。」との言葉で開幕しまし
た。第１部は講演会、第２部は本学FD活動の報告に
加えて国際会議の参加報告で構成され、例年プログ
ラムに組み込まれていたFD委員会の各WGの報告は
資料のみで行われました。

第1部　講演会
　講演者として、東京
女子医科大学（以下女
子医大）医学部の木下
順二准教授を招き、
「「教える」から「学
ぶ」へ～アクティブラ
ーニングの取り組み
～」と題してご講演い
ただきました。
　女子医大は1990年に日本で初めてPBLテュートリ
アルを導入するなど、医学教育における「先進校」
となっています。木下先生は、最初に女子医大での
アクティブラーニングの取り組みの歩みについて紹
介された後、ご自身の授業でどのようにして学生を
変えることに成功されたのか、以下のように具体的
に説明してくださいました。
　木下先生は物理を教えていらっしゃいますが、物
理の嫌いな医学生にまず物理の必要性を感じさせよ
うとしたということです。そのためには、面白く、
役に立つ授業を心掛けられました。面白くするため
には、身の周りの現象を取り上げ、演示実験を見
せ、難度は学生が理解できるレベルに設定されまし
た。役に立たせるためには、医学に結びつくテーマ
や上級の授業に直結する内容を選び、実際に問題を
解決してみるという経験を与えられました。
　アクティブラーニングでは、学生自身が考えてい

かなくてはいけませんが、これがなかなか難しいも
のです。木下先生は、とにかく学生に問いかけるよ
うにしたそうです。ただし、わかった人は手を挙げ
てと言っただけでは、
誰も手を挙げません。
そこで、クリッカーを
使い、学生が恥ずかし
がらずに自分の意見を
表明できるようにしま
した。また、互いに討
論させることも大事にしておられます。他人を説得
するためには、自分自身がしっかり学んでいる必要
があるからです。これを実現したのがピア・インス
トラクションです。更に、自習を促すために、学習
ポータルサイトを充実させ、講義１コマごとにキー
ワードや前提となる知識、詳しい資料等を載せ、復
習用にオンラインの問題演習も用意されました。
　ただし、注意点としてICTに頼りすぎるなという
ことも述べられました。やはり板書と詳しすぎない
プリントを用い、ノートを取らせる、すなわち体を
使わせ体に入れさせることを奨励されています。
　また、学生からの評価をとても大事にされ、毎回
の授業で理解度や質問等をチェックし、次の授業の
最初にフィードバックされています。最終回には詳
しい評価アンケートを行い、これを分析して毎年毎
年少しずつでも授業を改善していくことが大事であ
ると強調されました。
　このような取り組みの結果、授業開始前は物理を
嫌いな学生が圧倒的に多かったのが、終了時には少
し好きな学生が増えていました。
　一方、PBLテュートリアルでは６～７名の学生グ
ループにテュータが１名付き、グループセッション
と自習を通して生涯にわたる自己開発能力を身に付
けさせようとしています。問題点として、最近は調
べることは好きだが考えることが嫌いな学生が増え
たことを挙げられました。インターネットを使えば
ある程度簡単に調べられてしまうので、それ以上の
ことをしようとしないというわけです。木下先生
も、学生には考えることをしてほしいと痛切に思っ
ていらっしゃるようです。
　まとめとして、知識を詰め込む一方的な講義は学
生の頭に残らず結局は役に立たないこと、理解でき
ない講義はつまらないこと、学生に考えさせるには
そのための仕掛けが必要であることを指摘されまし
た。最近の学生は協力して問題を解決することは好
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きで討論能力はあるので、それとともに論理的思考
力、発表力を高めていくことが大事であると結ばれ
ました。
　ご講演後の質疑応答では、聴講者の関心の高さか
ら多くの質問が寄せられましたが、学生に与える質
問の作成、教える内容の取捨選択、学生が理解でき
るレベルの設定、テュータ教育に苦心されているこ
とがよくわかりました。
　講演会の中では、実際に隼田先生の協力のもと落
下等の演示実験を行い、我々がクリッカーで結果を
予想するというデモが行われました。久しぶりに学
生に戻ったような気持ちになり、聴講されている先
生方が楽しそうにクリッカーを押している姿が印象
的でした。温厚な木下先生のお人柄と熱意が反映さ
れた、笑顔に満ちた講演会でした。
 

第2部　活動報告
　最初に全学教務・FD委員会委員長でもあられる冨
士学長より、「主体的学びに導くための実行プラン
2015」と題し、クリティカルシンキング教育とヘル
スリテラシー教育を盛り込んだ来年度のプランの概
念図と、ケアが必要な学生の早期発見、早期対応と
「あなたを大切に育てるe環境」を具体的に実践す
るための取り組みが説明されました。
　その後は、iPadの授業での活用報告が続きまし
た。諸岡先生は、「日本語表現Ⅱ」の中で文章読解
と情報検索に利用され、その効用と問題点を報告さ
れました。伊藤先生は、英語ではゲーム感覚で楽し
める練習問題を作成して知識の定着をはかるととも
に、「ビギナーズセミナー」では調べもの学習に活
用されていました。荒木先生は、「ビギナーズセミ
ナー」でPOLITE上の「主体的学びの世界」のコン
テンツ（特に、「先輩の職場見学」と「教員の専門
分野検索」）を視聴させ、隙間時間の活用に最適で
あると報告されました。
　穴田先生は、多くの講義で反転授業やBuzz 
Session等のアクティブラーニングに取り組まれた 

成果を報告されました。来年度には「教養特別講義
（物理学）」で新たにジグソーメソッドを取り入れ
るとのことです。
　向田先生は、Kaiwa2を授業で利用した例を挙げ、
学生の評判が良いことや、Yes/Noアンケートの機能
が効果的に働いたことを報告されました。
　隼田先生は、「発想法演習」という100名規模の
講義でアクティブラーニングを取り入れ、反転授業
やKaiwa2の活用例、学生がグループワークや宿題の
意義を感じてくれているというアンケート結果を提
示してくれました。
　谷川先生は、アクティブラーニング小委員会の活
動から、研修会の内容やアクティブラーニングルー
ムの設置、主体的学びに導く授業モデルの検討状況
について報告されました。
　中村正巳先生は、本学の学生支援の現状と課題に
ついて、ケア支援チームの活動を通して説明され、
教員の意識が非常に重要であると強調されました。
　以上、本学FD活動の報告に加えて、ソーラ先生か
らEDUCAUSE 2014、内山先生からIEEE BigData 
2014への参加報告がありました（関連記事をご参照
ください）。
　最後に、澤井秀副学長の「本学はFD活動に本格的
に取り組んで随分変わりました。しかし、歩みを止
めたらすぐに光らなくなります。歩み続けるために
は、今日のテーマにあったように、教員が変わらな
ければなりません。今までのやり方を変えるのは大
変なことですが、冨士学長のリーダーシップのも
と、皆でFDを推し進めてずっときらりと輝き続けよ
うではありませんか！」という力強い閉会の言葉と
ともに、フォーラムは締めくくられました。
　前日に開催されたiPad講習会の余韻もあり、iPad
活用の効果を実感しつつ、各先生の笑いを交えなが
らの苦労話に感じ入った方も多かったのではないで
しょうか。今年もまた、FD活動への気持ちを新たに
させていただきました。
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iPadワークショップ参加報告
　

情報メディア学科　准教授　藤原 孝幸

　Lynn大学のMichael Petroski氏を講師としてお招
きし、同大学で取り組んでいるiPadを利用した効果
的な授業方法を、iPadを使った実演を交えてお話し
いただきました。

講演
　２部構成で、前半はiPadを利用した授業に必要と
なる様々な準備について、また後半は運営の方針と
現状で得ている評価についてご講演いただきました。

　前半の導入準備では４つの構成要素として「設
備」、「研修」、「教材」、「配布」を、各項目が
密接に関連して進められたことを紹介されました。
　設備面では、まずハードウェアで、ネットワーク
の高速化と無線LANアクセスポイントの充実（1,700
名の学生に対して500台）をあげていました。ソフ
トウェアでは設定、位置情報取得、アプリ管理のた
めMDMを導入した事も紹介されました。また、授
業を進めるにあたり、全ての教室等にプロジェクタ
とApple TVを配置することで、教員だけでなく学生
もiPadを提示できるようにしているようです。配布
中のiPadを管理する部署も必要になりますが、図書
館の中にあるとのことです。
　設備に続き研修について紹介がありました。一般
的/専門的なアプリ、iBookとその教材作成手順、
iTunes Uとこれらを用いた授業での使い方について

研修しているそうで、なんと2013年の導入に先立ち
84回開催され、その後も274回あったとのことで
す！なお、実際にはLynn大学ではiPad miniを配布し
ていますが、教員はiPadを使っている（画面が大き
いから云々という紹介では笑いを誘っていました）
そうです。
　学生用のアプリ選定についても入念な調査・検討
がされました。事前に教員各自で役に立ちそうなア
プリを調査し、それらの情報を集約して使えそうな
ものを見当していったそうです。
　また、大学独自の教材をiBooksのコンテンツにする
作業も一部の教員で行われたそうです。このコンテ
ンツ制作に対してはiBook Authorの編集者に金銭が、
他の担当者にも業績として成果が得られるよう整備
しているそうです。これらのコンテンツは徐々に専
門的な科目や大学院の科目も拡充されており、2015
年にはコンテンツの改訂もされているとのことです。
　さらに、iTunes U用のビデオやWeb教材も作成し
ており、2014年度には全ての421科目が登録されて
いるとのことです。
　最後に配布についての事例紹介がありました。学
生にiPadを貸し出す方針としては、２年ごとに更新
し、大学の所有物としているとのことでした。ただ
し、卒業時には学生のものになります。2013年は１
年生のみに配布されました。年度最初のオリエンテ
ーションとして日曜日に実施したため、500人の登
録作業がAppleへのサーバ攻撃と勘違いされたあげ
く、つながらなくなったそうでした。また、IDの登
録ででも対処が大変だったようです。2014年度は新
１年生だけでなく、他の学年にも配布したため３日
間の日程だったそうです。2015年度は例年を大幅に
超える700人の新入生と３年生向けの機器更新を予
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写真１　Lynn大学 Michael Petroski氏

写真２　ワークショップの一場面



定しているとのことです。また、グレードも高く
し、従来は16GBだったメモリを64GBにするとのこ
とでした。

　講演の後半では運営の方針について解説がありま
した。授業を改善していくためのSAMR（Substitution, 
Augmentation, Modification, Redefinition）モデルが
解説されました。
　Substitutionとして、書籍からPDFへの置き換え
が解説されました。
　Augmentationとして教材への小テストやビデオの
追加が解説されました。そのために、動画編集、教
材作成だけでなく、コンテンツの素材に対して法的
な確認をするスタッフをそれぞれ雇ったそうです。
　Modificationとして、授業運営における様々な改良
点が紹介されました。ワークショップでもとりあげる
Socrative等の、学生の積極的な授業参加を促すアプ
リや、Notability等の生産性向上を狙ったアプリが紹
介されました。なお、教員だけでなく学生に対して
も研修は実施されていますが良好な成果は得られて
ないようです。また、学生自身がiPadを使いこなす
十分なスキルを持ち合わせいない上に、その認識が
欠けていることも問題であると指摘されていました。
　最後にRedefinitionとして、授業に関連する道具や
講義そのものを再定義することについて解説があり
ました。学生がiPadを使うことによって重い本から
解放され、マルチメディアを利用することで得られ
る恩恵について触れていました。
　モデルの解説に続き、現状で得ている評価につい
て紹介がありました。テキスト代が安くなったこ
と、授業に効果的に使われていること、また大学選
択の決め手にしていることが分かっているそうです。

ワークショップ
　学生の授業への積極的な参加を促すためのアプリ
であるSocrativeについてワークショップが開かれま
した。
　Socrativeには学生版と教員版の2種があり、まず
学生版の利用方法と授業の流れについて紹介があり
ました。聴講者も実際にiPadを使うことで、学生が
どのように授業へ参加できるか体験することができ
ました。Socrativeでは、選択問題、２択（yes / no）
問題、記述問題を作成することができ、その結果を
教員版のアプリでリアルタイムに閲覧することがで
きます。それをプロジェクタに提示することで、学
生の反応を即時に公開することができます。なお、
Socrativeは同時利用者数が50名という制限があるた
め、本学では利用する際に注意が必要となります。
また、ワークショップの最中にネットワークが切断
されるケースがあったため（再度の認証が必要とな
る状況）、本学での利用時にはこれらの状況も想定
して準備をしておく必要があると感じました（学生
への周知等）。
　学生版に続き、教員版の解説があり、アカウント
の作成から、上記の各種問題の作成の流れが紹介さ
れ、教員版においても聴講者が実際に問題を作ると
ころまでを試みました。
　ワークショップの最後にはiTunes UとiBooksの紹
介もあり、Lynn大学のコンテンツの一部を実際に体
験することができました。

　全体を通して成功事例のみならず、失敗とその原
因についても紹介があり（そこが特に笑いを誘い）、
非常に有意義な講演を聴講することができました。
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写真３　会場の全景（115教室）



大学間連携SD研修会　参加報告
　

通信教育部事務部　課長補佐　笠羽 弘城

　平成26年９月５日（金）、山形大学で開催されま
した大学関連携SD研修会に参加いたしました。
　この研修会は、大学の垣根を超えた職員の相互研
鑚を目指し、FDネットワーク“つばさ”が主催して
いる研修会であり、今回は、全国の大学から57名の
職員が参加しての開催となりました。
　研修会は、まず冒頭に、FDネットワーク“つば
さ”協議会議長である、山形大学の小田隆治教授の
ご挨拶があり、その後、オリエンテーションが始ま
りました。オリエンテーションでは、これまでの研
修会において「日常的な仕事の見直し」「広い視野
と課題発見能力の育成」「大地連携（大学と地域の
連携）」などをテーマに開催されてきたこと、第6
回目となる今回は、「大学改革に挑む職員」をテー
マに、広い視野を持ち、自覚や意欲の喚起・使命感
の育成を図り、また短時間でプロダクトを出す力や
コミュニケーション力・プレゼンテーション力も磨
かれるような研修内容となっていることの説明があ
りました。

　オリエンテーションの後は、参加者を８つの班に
分け、班毎による自己紹介をしました。
　その後、午前のプログラムとして、ミニレクチャ
ー「予測困難な時代において、主体的に考え行動す
る力を育成するSD」を受講いたしました。ミニレク
チャーでは、大学の現状、教職協働などの問題点が
挙げられ、それに対して職員は、主体的に考える力
を育成する必要があること、そのために必要な仕事
への意欲や能力を養う事などのお話がありました。

　また、日々の業務において、以下の事を常に意識
して取り組むべきであるとのお話しもありました。

・ビジョンの共有化が組織をまとめ、辛いことに
も耐えられる。
・有限な時間の中で、ビジョンをスケジュールに
乗せて実現していく。
・仕事を正確に迅速に行うことが出来る能力の育
成や同僚に信頼されることが大切。
・自分の仕事に一捻り加えて、個性的にする。
・チームで仕事ができる能力（信頼、同僚を巻き
込む力、リーダーシップ等）を身につける。
・ミクロ（職場）、ミドル（大学全体）、マクロ
（日本、世界、大学界）の微から巨までの視点
と視界を持てるように努力する。
・SDは、我々（学生、教職員）の望む校風を創り
出す持続的な営みでなければならない。
・新しいことにチャレンジし続けることによっ
て、組織の鮮度を恒久的に持続させる。

　ミニレクチャーの後は、グループワークとして、
「各大学等の大学改革の実態と課題」を受講しまし
た。
　小田教授からの課題提供として、「日本の大学改
革の現状」の講話の後、班毎に「大学改革の実態と
課題」について、意見交換を行いました。
　午後からは、グループワーク中心のプログラムと
なり、「大学改革は何を目指すか」「大学改革にお
いて職員は何ができるか」をテーマとして、班のメ
ンバーが同じ大学の職員であるという設定に基づ
き、大学の規模、学部、特性、地域性を仮定したう
えで、目標や課題の洗い出しを行い、改革プランと
工程表を作るというプログラムに取り組みました。
　グループワーク開始前、小田教授からは「永遠に
出てこないベストより、限られた時間で出てくるベ
ター」というお言葉をいただきスタートしました
が、とはいえ、漠然とした課題にグループワークで
の話し合いはスムーズに進むことはなく、時間ばか
り過ぎていきました。しかし、少しずつアイデアが
出され始めると、話し合いは進み始め、最終的に
は、ベターを出すことをメンバーみんなで目指して
いました。
　結果、時間内ギリギリではありましたが、終盤の
集中力とメンバー同士の連携・チームワークにより、
改革プランと工程表を作りあげる事が出来ました。
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写真１　山形大学研修会場



　グループワーク後には、班毎に７分の持ち時間が
与えられ、グループワークの成果を発表いたしまし
た。この発表会は、これまでの研修会と同じく、コ
ントなどを交え、ユーモア感覚を忘れずにオリジナ
リティを追求することが求められました。また、持
ち時間の７分は厳守、時間の誤差は±10パーセント
までで収めることも求められました。発表は、どの
班もオリジナリティのあるユニークな発表となり、
今日一日の研修で、初対面の人達と作り上げた成果
とは思えないチームワークが発揮された発表になっ
たのではないかと思います。

　今回のSD研修は、１日という短い時間でしたが、
限られた時間の中で、漠然としたテーマに班の皆さ
んと挑み、１つの成果を出せた事は、非常に貴重な
経験となりました。日常の業務では、なかなか実践
できないことです。研修で行われたプログラムのほ
とんどが、決められた短い時間の中で何かを作り上
げるというものでしたので、時間に追われはしたも
のの「とにかく何かを作り上げる」為に必死に向き
合ったと思います。それが、意欲の喚起や、企画
力、コミュニケーション力などの育成や意識付けに
繋がったのではないかと思います。
　
　小田教授からのお話にもありましたが、SDは持続
的な営みでなければいけません。大学職員数が低下
傾向にあると言われ、さらには、大学経営をめぐる
課題が高度化、複雑化してきている中、大学職員の
職能開発は、大変重要な位置づけに来ているのでは
ないでしょうか。
　大学職員の能力開発は、各々の業務や立場等によ
り違いはあるものの、一般的には、コミュニケーシ
ョン能力、企画やマネジメント能力、複数の業務領

域での知見、大学問題に関する基礎的な知識・理解
などが挙げられると思います。
　また、これからの大学運営をしていく中では、特
に専門性のある能力開発も必要になってくると思わ
れます。
　このような能力開発には、目的意識や質の高い職
務の遂行もさることながら、他者からの指導、助言
などにより、新たな発見・発想や方法を生み出す能
力も必要だと思います。
　私自身、今回の研修を終えてみて、一番培われた
のが、意欲喚起などのモチベーション向上でした。
そして、その次に培われたのが、新たな発見や発想
の転換だったと思います。全国の大学から、多様な
職種と職階、年齢層の方々が参加し、各人から出さ
れる知識や知恵、経験などが惜しみなく出された中
から様々な事を学ぶことができました。
　SD研修は、能力開発をサポートするための機会提
供の場となります。学内外問わず、幅広い研修体系
の構築と計画的に実施し続けることが、職能開発へ
の意識継続に繋がるものと思っています。
　また、SD研修に限らず、常日頃から職能開発を意
識した業務の遂行も必要だと思っています。所属す
る通信教育部は、昨年度、20年という節目を迎えま
した。これからの通信教育部が果たしていくべき課
題は沢山ありますが、マイナーチェンジではなく、
大きな変革の時期に来ていると思っています。有限
な時間を無駄にする事なく、今回の研修を活かし
て、通信教育部の改革に取り組んでいきたいと思っ
ております。
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写真２　グループワーク

写真３　グループメンバーとの記念撮影
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「プログラミング教育の改革に向けて」
　

プログラミング教育WG代表　齋藤 健司

　はじめに
　近年、ICT技術の進展が今まで人間にしかできな
かった仕事を自動化し、人間の雇用を奪うのではな
いかとの予想を打ち出した研究が波紋を呼んでい
る。そのよう中で、小学校でプログラミングの教育
を実施する取り組みがなされるなど、プログラミン
グ教育を一般教育の中に取り入れようとする動きが
世界的に広まっている。プログラミングのスキルは
ICT技術の最も根幹を支える物であり、今後の社会
で生き残っていくうえでその重要度はますます増大
していると言える。
　しかし一方で、プログラミングの教育は必ずしも
上手く行っているとは言えない状況であり、本学に
おいてもプログラミングに苦手意識を持ち落ちこぼ
れてしまう学生は少なくない。このような状況を打
開しようというプログラミング教育の試みは各所で
行われており、その取り組みは学会発表の中にも数
多く見ることができる。
　本学ではプログラミング教育に携わる多数の教員
がそれぞれ工夫をし教育を行っているが、2012年か
ら全学的取り組みとしてプログラミング教育ワーキ
ンググループが設立され活動を行ってきた。本年度
も10回の会議を開き、調査分析と議論を重ねいくつ
かの取り組みを行ってきた。

　平成26年度の活動
　Scratch補習授業
　プログラミングの新しい教授方を試行することを
目的に、特に学習が不振な学生を対象に補習授業と
いう形で実験的な授業を行た。この補習授業では
Scratchという名前のプログラミング環境を用いてい
るが、この環境はマウスでブロックを組み合せたり
することでプログラミングが行え、ゲームなどのビ
ジュアルな作品も簡単に作れる物である。
　また、この補習授業を行う上で現行の授業と無関
係とならないよう、 Scratchのブロックと文法の対
応なども教えることや、この補習授業の効果を調べ
るために、事前・事後テストやアンケートなどを実
施した。
　以下の図1はこの補習授業で用いた学習教材であ
る。
 
　プログラミング教育を担当されている先生方か
ら、それぞれの授業で教えている学生から特に推薦
する学生を選んでもらい、補習授業に出席するよう
声をかけてもらった。特に強制することはなかった
ため最終的に４人の学生のみの参加となってしま
い、アンケートの結果に対して統計的な優位性を主
張することはできなかったが、学生はマルチメディ
アを用いた教材での学習には非常に興味を示してい
た。しかし、学生から、ブロックでのプログラミン
グはできるようになったが、通常のプログラミング
の理解に寄与したかは疑問であるとの声もあり今後

図1：Scratch補習授業の教材
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の課題となった。

　3DCGを用いたプログラミング教育
　Scratchを用いた補習授業において、マルチメディ
アを用いた課題を扱うことの学習意欲への影響は非
常に良い物であったとの判断から、システム情報学
科の平成27年度後期に開講されるJavaオブジェクト
指向入門という授業へ、3DCGを題材とする課題を
取り入れることを決定した。
　Javaオブジェクト指向入門という授業を受講する
学生は成績上位者であり、題材もプログラミングの
基本ではなく少し高度な内容となっているが、
3DCGを扱うには丁度良い学習内容となっている。

　成績上位者のクラスではあるが、１年生の後期の
授業でもあるので、 3DCGを簡単に扱えるよう特製
のライブラリと実行環境を用意する。この実行環境
では3DCGの単純な表示が行えるだけでなく音声や 
3Dアニメーションも扱うことができ、物理演算を用
いたリアルなシミュレーションも簡単に行える。
　始めの課題はプログラムの特定の部分を穴埋めす
ることで簡単なゲームが動作するようにするなどの
工夫を行い、徐々に自分で作成する部分を増やして
いく。プログラミングの本質とはあまり関係はない
が、視覚や聴覚に訴える課題を提供することによ
り、文字の入出力だけの従来の課題よりも、学生の
興味関心を引き出すことを目標とする。
　本件に関しては実施までにまだ余裕があることも
あり、今後も議論を行いより効果的な教授法につい
て検討を続けていく予定である。

　プログラミング教育のための教育環境
　また、以前から既存の教育環境では、プログラミ
ングの教育に適さない部分があることが指摘されて
いる。例えば教材の一つとしてプログラムのソース

コードを提供しようとしても、プログラム中の空白
文字が省略されてしまい適切に表示されないこと
や、プログラミングの苦手な学生が自宅にプログラ
ミング学習のための環境を構築することは困難であ
るため、 Webアプリケーションという形でプログラ
ミングを学習するための環境を提供したい、という
要望がある。
　いくつかの問題点に関しては、既存のシステムを
ほんの少しばかり改善すれば解決する物もあるの
で、これらを実際に実装する取り組みも始めてゆく
こととなっている。
　また、プログラミング言語の習得には数多くの課
題を行うことが効果的である。しかし、これらを担
当の教員だけで実施しようとすると負荷が大きすぎ
るという問題がある。この点に関しても教育環境の
改善により緩和できるところがあると考えている。
さらに、プログラミング教育の課題の作成におい
て、学生の興味を引き付け、なおかつ学習効果のあ
るものを考え出すことは非常に時間のかかる作業と
なる。しかし、このような課題作成のアイディアは
教えるべき言語が異なっている場合でも共通して利
用できるものが多く、教員間のアイディアの共有が
効果的であると考えられる。さらに、授業のイント
ロダクションとしてプログラミングの重要性や面白
さを伝えるための教材についても教員間の情報共有
が必要だと感じている。この情報の共有についても
教育環境の一つの機能と考え、教育改善の一環とし
て今後取り組んでいく。

　まとめ
　上記「平成26年度の活動」の章で紹介した取り組
み以外にも、学会発表の資料の中から興味深い物に
ついてレビューを行ったり、それぞれの教員が各自
で取り組まれている内容について報告を行ってもら
ったり、プログラミング教育関連のイベントへの参
加報告なども行っている。ただし、まだまだ実際の
教育現場において有効な手立てを打てていないとい
う状況である。次年度については、実際の授業内で
実施できる内容を精査し、教育に取り入れていくこ
とを目標として活動を行っていきたい。

図2：3DCGを用いたプログラミング教育の教材



IEEE BigData2014 参加報告
　

システム情報学科　教授　内山 俊郎

　IEEE BigData2014
　BigData2014は、BigDataの研究・開発・応用など
幅広い立場の発表者・聴衆が参加する国際会議です
（今回が２回目の新しい国際会議）。開催日程と場
所は10/27～30, Washington DC, USAでした。36の
国と地域から264の投稿があり、Regular: 49（18.6%）、
Short: 57（21.6%）が採択されました。今回の特徴の
１つは、応用分野を「Industry & Government」と
題して、15セッションのうち４セッションを割いて
いた点です。本国際会議に参加し、BigDataのトレ
ンドは何かを探してきました。

 　　　　　　
　プログラム（http://cci.drexel.edu/bigdata/ 
bigdata2014/programschedule.htm）は、３つの基

調講演、パネルディスカッション、４つのチュート
リアル、採択されたpaperの発表、ワークショップ
などから構成されています。これらの中から、トレ
ンドを探るという観点で、特に印象に残ったものを
ピックアップして紹介します。

１．BigDataの4V
　“big data”という語は、2010年の英国エコノミ
スト誌が初出で、ガートナー（2012）による定義で
は「高度な意思決定を可能にする4V（Volume, 
Variety, Velocity, and Veracity）なデータ」になり
ます。このキーワード4Vは時々使われていました
が、関心の最重要項目では無くなったように感じま
した。4Vへの対応がメインテーマであった例は、パ
ネルディスカッションにおけるNASAの講演者（Dr. 
Tsengdar Lee）のスピーチです。所属部署のミッシ
ョンは、衛星データなどを気象予測などの予測業務
で使えるようにすることで、ここ数年4V対応（容
量、速度）の業務に占める割合が増加していると指
摘しました。これ以外の発表でも4Vへの意識は感じ
られましたが、そこから何を取り出すか、如何に取
り出すか、などが主題になっていたと思います。

２．Smart Data
　基調講演の中で最も印象深かったのが、ワシント
ン州立大のAmit Sheth氏の発表でした。強調されて
いたことは、「意図・目的が無ければ4Vへの挑戦も
無意味」（スライドの文：Big Data Challenges 
without the intention of deriving Value is "Journey 
without GOAL"）というものです。そして、“Smart 
Data”（Big Dataから取り出した価値のある情報）
という考え方が提唱され、個人向けのヘルスケアへ
の取り組みなどが紹介されました。次ページの図１
は、ぜんそく患者からの情報収集と判断材料の提供
という例です。情報の収集と提供にはスマートフォ
ンが使われており、解析も含めた全体の仕組みは
kHealthと命名されていました。その他として、大
災害対応（支援におけるマッチング）、交通事故対
応、などが紹介されました。
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写真２　メイン会場（開始直前の様子）

写真１　地下鉄出口からのHYATTホテル（会場）



３．医療分野におけるBigData
　Dr. Yuan Li 氏（NIH: National Institute of Health, 
NINDS: National Institute of Neurological Disorders 
and Stroke）は、NIHが推進するBigData関連の基金
やプロジェクト（例：BD2K）が多数あることを示
しました。ワシントン大の教授からの矢継ぎ早の質
問に対して、それらを整理し的確に回答していまし
た。①すべての基金には審査があり成果が問われ
る、②医療分野でのBigData対策は重要「多数の遺
伝子に対する膨大な研究の整理には、データ科学者
の支援が必要。論文の執筆に忙しく、アノテーショ
ンを行う時間が無い。医療分野の人への、データ科
学、数学の教育が必須。」である、③NIHが得てい
る基金は、NIH専用では無く、コラボレーションは
大歓迎であるので是非応募して欲しい（ただし、研
究所は27あり、窓口は一本化していないので注意し

て欲しい）。パネルディスカッションは続きました
が、電話で呼び出されて途中退席された（NIHがあ
るMedical center駅は、会場のあるBethesda駅
の隣）ことが、より印象を強くしました。

４．その他（機械学習に対する期待、応用先の傾向）
　本国際会議は、データマイニング系ではありませ
んが、機械学習に関するチュートリアルは大盛況で
あり、関心の高さがうかがえました。チュートリア
ルにおいて、「BigData解析におけるパラメータ推
定問題では、データ量が膨大であれば分散処理が現
実的だが、分散処理は精度を犠牲にするので（全デ
ータに対して最適化を図る場合）、これがすべてを
解決するわけではない。」との重要な指摘がなされ
ました。問題解決に有用な解析ツールが示されまし
たが、「課題は残る」との説明があり、質問が絶え
ませんでした。基調講演や多数の発表を見て
BigData解析の応用先として目立ったのは、医療、
交通（特に事故対策）、災害対応です。日本から、
東京の地下鉄の流量を可視化する発表がありました
が、東日本大震災直後の可視化では満員の聴衆から
の熱い視線が感じられました。交通では、サンフラ
ンシスコ近辺、フィンランドの事例、など多数の事
例がありましたが、いずれも通常の渋滞ではなく、
交通事故などへの対応を目指すものでした。最後
に、会議全体の傾向として、「単純な4V対応から目
的指向への移行。具体的問題への取り組み」がある
と感じました。

図１　ぜんそく患者からの情報収集と判断材料の提供

図２　スマートフォンを利用してのデータ収集他
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　シリアスゲーム教材開発ワーキンググループも，早いもので３年が経過しました。平成26年度は「主体的学
びの世界」を意識したゲーム開発を進めてきました。また，ワーキンググループの成果を二年連続で日本デジ
タルゲーム学会で発表できました。平成27年度は，科学技術融合振興財団より助成を受けている研究課題「シ
リアスゲームの活用による学生と社会の接続フレームワーク構築」の最終年度でもあり，これまでの成果をま
とめる年にしていきます。

シリアスゲーム教材開発ワーキンググループリーダー　斎藤　一

編 集 後 記

ＦＤ活動　行事実績と予定（平成26年度後期）

日　　程 行　　　　事

ＦＤ委員会ＷＧの活動実績（平成26年度後期）

ＷＧ名 月例ミーティング等
10/29（水）、11/26（水）、12/24（水）、1/28（水）、
2/25（水）
12/10（水）
2/25（水）
11/5（水）
10/20（月）、11/20（木）、12/15（月）、1/20（火）、
2/16（月）、3/16（月）
1/30（金）、2/27（金）
10/15（水）、11/19（水）、1/21（水）、2/18（水）、
3/18（水）
10/23（木）､11/21（金）､12/17（水）､1/19（月）､
2/17（金）、3/25（水）
11/13（木）
11/25（火）､1/9（金）､1/21（金）､1/28（水）､
2/10（火）､2/25（水）
10/17（金）、12/24（水）
1/13（火）

全学教務・ＦＤ委員会

ＷＧ１（学生による授業評価アンケート）
ＷＧ２（ピアレビュー制度の導入）
ＷＧ５（イベント・教育活動支援情報の企画）

ＷＧ８（カリキュラムディベロップメント）

ＷＧ９（Own Teacher制度の導入）

シリアスゲーム教材開発ＷＧ

プログラミング教育ＷＧ

南京大学外国語学院留学準備クラス学習支援WG

アクティブラーニング小委員会

スタートアッププログラム小委員会
学生ＦＤとの連絡会議

平成26年度FDネットワーク“つばさ”
第６回　大学間連携SD研修会　参加
国際会議　EDUCAUSE 2014　参加
米国　フロリダ州　オーランド

国際会議　IEEE BigData2014　参加　米国　ワシントンDC

どこでも投票研修会＆ワークショップ
2014年度第2回新任教員研修会
平成26年度　後期授業評価アンケートの実施
入学前教育「仲間作り」

入学前教育「基礎学力補充　学習指導」

ｉＰａｄワークショップ
2014年度北海道情報大学FDフォーラム

9月5日（金）

9月29日（月）
　～10日2日（木）
10月27日（月）
　～10日30日（木）
11月7日（金）
12月4日（木）
1月9日（金）～1月29日（木）
2月13日（金）
2月24日（火）
　～2月25日（水）
3月5目（木）
3月6目（金）


